
 
 
 
 
 
 
 ２月４日（金）看護科３年生（５年一貫７期生）による学習成果発表会が開催されました。６週

間の病院実習で得た学びを症例としてまとめ、学校にあるもので工夫し病室や病院の浴室を再現し

て、患者さんとのコミュニケーションや看護技術をロールプレイングを交えて発表しました。 
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すべて患者さん中心に考えるよう努力

しています…リハビリを兼ねた折り紙

や散歩を行ったりと工夫しました 

患者さんの不安や

辛さに寄り添って、

少しでも力になり

たいな… 

車イスへ移乗介助する様子です。下肢の

筋力が低下している患者さんを不安な

く安全に移乗できるように声掛けしな

がら慎重に行っています。笑顔も大切！ 

浴室内のケア 

姿勢や体の傾きを観

察して、転倒を防止

することも大切な看

護援助です。 

足浴の様子 

看護科７期生 41 名全員が病院実習を

通して、実践的な能力を習得し、看護

をする喜びや重みを感じつつ様々な

困難を乗り越えて成長しました。「お

父さん・お母さんに自分の成長した姿

をみてもらいたい…感謝を伝える日

にしよう」と支えてくれた保護者に向

けて、緊張しながらも高校３年間の学

びを発表しました。２年後の看護師国

家試験を目指して、同じ夢を持つ仲間

とともに専攻科で学びを深めきっと

夢を実現してくれることでしょう。 

保護者の方へ感謝の気持ちを込

めて『感謝状』とカーネーショ

ンをお渡ししました。（カーネー

ションの花言葉は「感謝」です） 


